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漉虫体は、当時（史料年代頃かそれ以前）の生存種であり、
その生態によって当時の紙漉環境、人々の生活状況など
が復元できる。調査した文書群が存在した鳥取藩因幡国
は紙漉きの郷である。戦国末期には農家の副業として公
用紙が漉かれ、正倉院文書には最古の因州和紙も伝わる。
また和紙は多くの藩で専売制がとられており、鳥取藩で
も他国への和紙の移出入を禁止する記録が複数残されて
いる。このため当時この地で使用されていた和紙は地産
地消であったと考えてよい。環境についてみると、製紙
法は秘密事項の色合いが強く、具体的な記録が極めて少
ない。幸い多く残されている紙漉屋の絵図などから見る
と、どの時代もおおよそ人家およびその周辺で作業をし
ている風景が多く描かれている（版本の場合も江戸期で
あれば地産地消の和紙と成作環境は大きく変わらないと
みてよいだろう）。よって、本研究において版本を除く写
本の古文書から発見される漉虫体は因幡国の人家周辺に
生息していたものと判断した。
第２節　内虫体と中島家文書の来歴
　内虫体は史料の移動や読書などが原因となり圧死状態
で見つかる虫体である。種類やデータ数増加によって当
時の人々の人家環境や活動などが推測できる。内虫体は
漉虫体と違い移動可能であり、人々の史料の扱いが直接
虫体の発見位置と関係してくる。そのため史料の来歴が
重要となる。
　今回調査した文書群は鳥取藩因幡国の大庄屋中島家の
ものである。250年弱屋敷の土蔵に保管されていた。こ
の家は初代が慶長期（1596～1615年）にこの地域へ移
住している。武家を由緒とする仏門に熱心な近世上農層
で、先代は後世に学習の重要性を説く複数の覚書を残し
ている。知的階級（僧侶・医者）の身分を輩出し、結果
医書などの専門書を含む多くの蔵書類が残った。写本も
目立ち、借用や写本作成の技術入手などを行う愛書家も
存在した。蔵書に含まれる古活字本は、全国のものと比
べると伝来がシンプルで来歴がわかりやすく、古い出版
の部類に入るのが特徴である。また、日記類も豊富で
160年にわたり保存されている。その一部は、藩によっ
て先例調査で活用もされている。
　国文学研究資料館の公開情報には、保存に関しては 
「１、土蔵内・長持入」「２、良好・一部不良」、利用に関
しては「１、日本林政史料に一部所収済み」「２、ほとん
ど利用されず」とあり、慶安元年頃から明治７年頃まで
の史料群となっている。直近の史料に昭和44年のものが
あるため、追加最後の年代は昭和40年代頃と思われる。
多種多様な史料が保存されており、物を捨てることが偲
ばれる家風が感じられる反面、ネズミの跡や、水が掛か
り硬化した本も多数あることから、古文書が使用されな
くなってからの保存状況は良くなかったようである。そ
れは上記の保存の状態を示す一部不良にも現れている。

よって、近世では積極的に使用されたが、それ以降はほ
ぼ活用がないといえるであろう。
　これらのことと古活字本の特徴から、本文書群は地域
性の指標を持っているといえる。また古文書類は近世と
近代が半分ずつ含まれているため、近代化前後の時間軸
も持っている。
第３節　外虫体について
　当時生息地として史料を使用していたことを示す虫体。
史料年代との関係は他の虫体より薄いが、特徴ある種類
のデータの増加によって年代との関係性が保たれ、漉虫
体や内虫体についての情報補強ができる。また古文書と
似た枯死木を好む昆虫類の生態（天敵・生態・外来種）
の新たな発見につながる。内虫体と同じく来歴が要求さ
れるが、同様に料紙の物理的、化学的な特性（利用可能性）
も重要となる。

第４章　出現虫体別による考察
　現段階では未同定が多いため同定できた種から取り上
げる。
第１節　「漉虫体」
①コクゾウムシ  Sitophilus zeamais
　1647年～1703年（正保４～
元禄16年）刊行年の古医書の版
本から成虫が発見された。本種
は米を好むため現代でもシナン
トロープである。版本のため本
種の生息地は不明。成虫は11月から３月の間は野外で越
冬するため、本種が生きた状態で和紙に入る場合11月か
ら３月の農閑期以外である。また硬く残存しやすい遺体
が漉き込まれたと考える場合、現場周辺に彼らの遺体が
違和感なく存在する環境が想像される（彼らの好む米粉
は紙漉の行程で使用されていた）。どちらの場合も大規模
な紙漉現場を想定すると都合が良い。これは版本にとっ
ての和紙の安定供給という側面と合致しそうであり、今
後は本種と版本に着目したデータ収集から明らかにでき
そうである。
　本データから、現代でも家の中で見られるコクゾウム
シは、江戸前期の紙漉場に米粉を狙って顔を出していた
ことがわかった。

②キクイムシ科の一種  Cryptophagus属
　成虫が1819年（文政二年）の
日記の写本から見つかった。漉
き終えた和紙に着地し、その上
から次の和紙を重ねられた様子
であり、触角のような取れやす
い器官も残っている。写本であることと、本種は内虫体
としても複数見つかることから17世紀鳥取県東部のシナ
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はじめに
　本研究は、歴史学に蓄積された壮大な知識と、歴史史
料に巻き込まれ幸運にも時間を越えて保存されてきた昆
虫類に関する分類・生態学の知識を融合させた、今まで
にない新しい研究「古文書昆虫学」の第一歩となる報告
である。
　近代化以前の日本では、昆虫類は人々と共に生活して
いたため、読書空間や蔵という古文書の近く、または和
紙の紙漉現場などにも数多くの虫体１）や抜け殻が存在し、
自然と古文書近辺にその体が残されていった。一方、現
代において古文書から見つかるそれらの虫体は、文化財
の視点によって害虫として処理されるか、気づいたはず
みにフッと息で吹き飛ばされるかの存在であった。した
がって今まで歴史学、昆虫学の双方でこの虫体という存
在が注目されることはなかった。
　そこでこの虫体に着目し、歴史学および古文書学からの
データである「史料データ」と昆虫学における生態的なデ
ータ「昆虫データ」を合体してみたところ、生活環境や紙
漉の様子、珍種の発見、さまざまなシナントロープ２）、江
戸時代の「蟲譜」と虫体のシンクロナイズなど、当時の様
子が現れはじめた。ここに、すべて害虫と判断されていた
存在を「メッセンジャー」へと転換させ、そこから新しい
知見を追求する可能性が示唆されたのである。
　本論では、鳥取藩因幡国岩井郡浜大谷村（現在の鳥取
県東部）で大庄屋をしていた中島家文書における調査を
中心に報告する。本文書群は浜大谷村の屋敷内に残され
ていたものである。昭和40年代に空き家となり、老朽化
で母屋ごと取り壊す際に土蔵から発見された史料群で、
現在は鳥取県立博物館で保管されている。
　尚、本研究は先行研究がないため、研究の展開や考察の
元となる区分設定や単語等は著者が独自に作成している。

第１章　各データについて
第１節　史料データの収集
　史料データとは史料の来歴、史料名、文書形態、文書
種類、年代（時代区分およびわかる場合詳細年代）、仮目
録ナンバーなどのことである。今回調査した文書は博物
館に寄贈された史料群であるため史料データの多くは博
物館の作成した仮目録を参考にした。調査した史料総数
はおおよそ3000点以上、近代史料が全体の約三分の一を

占める。
第２節　昆虫データの収集
　昆虫データとは、発見された虫体の種類、虫体形状お
よび生態学的特性のことである。虫体が発見されたらナ
ンバーを付与後その状況を撮影し、虫体を採取し形状を
観察する。昆虫類の名前を調べる同定は顕微鏡を使用し
可能な限り種まで行った。同定困難な種については分類
学の先生に意見を仰いだ。

第２章　区分について
　区分は史料データ（文書形態）と昆虫データ（虫体形状）
から虫体を３つに分けたものである。以降この虫体別に
考察を進める。
・ 漉虫体：和紙の中に漉き込まれた虫体、またはフィー
ルドサイン３）

・ 内虫体：史料の中で圧死した虫体、またはフィールド
サイン
・ 外虫体：史料の表面に付着または立体形状の虫体、お
よびフィールドサイン
　これらの区分は基本的に下記の表により判断される。

表１　文書形態と虫体形状による区分表

　文書形態
虫体形状

巻本・冊子・折本
（層をなすもの）

継紙
（折目が存在） 一枚物

立体 外虫体（微小甲虫を除く） 外虫体 外虫体
平面 内虫体 内虫体 外虫体

　虫体形状の平面とは、過去の人のアクションによって
残存した虫体を想定するものである。立体はその形状自
体がすでに虫体やフィールドサイン共活動状態で存在し
ていたと判断できる。
　文書形態において紙が層をなす史料は、本に挟んだし
おりが落ちないのと同様、内部に虫体を保持しやすい条
件を持っている。また、折り目が存在するか否かの条件
設定については、折り目のあるほうが物理的に史料内に
虫体が残存しやすいという理由によるものである。

第３章　各虫体別の史料データ
第１節　漉虫体と鳥取藩因幡国の紙漉事情
　和紙の作成中、紙の中に漉き込まれたことを意味する
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からの発見も乏しい。もしこれらのクモ類が他種よりも
その生態において人間の生活空間や文化と緊密な関係を
持っていたとすれば、昔の人家環境（古民家等）を内装
や文化ごと保存することが希少な家屋性クモ類の保全に
有効とも考えられる。チリグモは３点の虫体が見つかっ
たが、現在では鳥取県を含む日本海側での分布は確認さ
れていない。移動性の低い近世文書から見つかっている
ことから、近世から明治維新直後の鳥取県には生息して
いた可能性がある。このようにクモ類のデータ収集は、
珍種や神出鬼没な種についての貴重な考察材料となる。
②イエバエ  Musca domestica Linnaeus
　元来身近であった本種は、都市の日常空間ではあまり
見られなくなった。理由は近代化に伴う徹底した殺虫処
理と衛生概念の普及だろう。しかし今回の調査で古文書
から８匹も発見された。このことから近代以前には１匹
残さず駆除する対象ではなかったことが虫体を通して伝
わってくる。現代を生きる我々は「本にハエが挟まるだ
ろうか？」と違和感を感じる。普通ハエは閉める前に逃
げるだろうし、人もハエのような大きな昆虫なら払って
から本を閉めるだろうと。しかし、複数が挟まった状態
で見つかること自体に、現代とほんの少し前の日本人の
間でハエをめぐる捉え方の違いが現れている。ハエとい
う「以前身近だった昆虫」が古文書から複数出てくるこ
とから、古文書内部は昔の虫を内包しているといえるだ
ろう。
③シミ目  Zygentoma
　「本の虫」といえば本種が想像されるだろう。現代の家
屋では主にセイヨウシミとヤマトシミが見られる。セイ
ヨウシミは現代に勢力を拡大しヤマトシミを駆逐しつつ
ある外来種といわれるため、古文書から見られる種類は
ヤマトシミと予想されたが、予想に反してセイヨウシミ
がヤマトシミに匹敵するほど見つかっている（表３）。近
代にやってきたセイヨウシミが一斉に文書に入り込んだ
と想定することも可能ではあるが、表のように複数が内
虫体としてみつかることから、江戸期にはセイヨウシミ
がすでに日本にいたと考える方が自然である。もし両者

に長い共存の歴史があったとすれば、現代通念の二者対
立は考え直さなければならない。本の虫である本種の歴
史を、過去の物流（シルクロードや仏教伝来）の視点か
ら世界の古文書調査を行ったとしたら、さらに新しい発
見があるに違いない。
④カツオブシムシ科  Dermestidae
　家屋に縁のある種類である。今回はチビケカツオブシ
ムシとヒメマルカツオブシムシの２種の幼虫に着目した。
チビケカツオブシムシは体が小さくヒメマルカツオブシ
ムシと比べその姿は現代では稀である。また、ヒメマル
カツオブシムシは体に鉾状毛という武器を持つが、チビ
ケカツオブシムシは持たない。出現年代を見ると明治維
新付近を境にチビケカツオブシムシからヒメマルカツオ
ブシムシに変化するのがわかる（表４）。チビケカツオブ
シムシは、恐らくなんらかの移動手段で明治維新後にや
ってきたヒメマルカツオブシムシと対峙したのだろう。

「不良データ」「未確認データ」については４）

表４　内虫体カツオブシムシ類の史料から見た時代変遷

表３　内虫体シミ類と史料データ

No. 昆虫名 史料年代 文書形態ー種類 備考

20 セイヨウシミ 1744～1746年
（延享元年～三年） 冊子ー日記

24 セイヨウシミ 近世 冊子ー宗教家系
70 セイヨウシミ 1783年（天明三年） 冊子ー日記
74 セイヨウシミ 1760年（宝暦十年） 冊子ー日記
131 セイヨウシミ 近世 和本 未確認データ
131 セイヨウシミ 近世 和本 未確認データ
131 セイヨウシミ 近世 和本 未確認データ
131 セイヨウシミ 近世 和本 未確認データ

143 セイヨウシミ 1911～大正か
（明治44～大正か） 不明ー近代

20 ヤマトシミ 1744～1746年
（延享元年～三年） 冊子ー日記 セイヨウシミ

20と同史料
33 ヤマトシミ 1834年（天保五年） 冊子ー暦
49 ヤマトシミ 1878年（明治十一年） 冊子ー近代
248 ヤマトシミ 1866年（慶応二年） 冊子ー日記
263 ヤマトシミ 近世？ 冊子ー古文書

336 ヤマトシミ 1878～1889年
（明治十一～二十二年） 不明ー近代

「不良データ」「未確認データ」については注４）

「古文書昆虫学」の提唱

ントロープといえる。しかし現代では枯木・ワラなどを
好むという生態以外ほぼ知られない野外の昆虫となって
いる。それは現代も人家に備蓄される米を目的とするコ
クゾウムシに対し、本種の目的であるワラは現代家屋に
存在しないからだろう。人々の生活変化はシナントロー
プの変化も起こしていることがわかる。また、キクイム
シ科は菌との結びつきが大変強いため、数世代前の日本
人は現代身の回りに存在もしない菌と生活していたこと
を示す。さらに菌類の多様性は下記のクモ類の数からも
豊富だったと想像される。
　よって本種のデータは、人々のライフスタイルに応じ
てシナントロープ及び周囲の菌類が変化したことを示す。
また、本属が漉虫体として現れること自体が、様々な民
俗資料や記録から知られる通りワラが生活の中で豊富に
使用されていたことを表している。

③コカゲロウ属  Baetis属
　脱皮殻が1913年（大正二年）
の大福帳から発見された。カゲ
ロウをはじめとする水生昆虫は
水域の水質調査に利用される環境指標動物である。今回
発見された本属の幼虫は河川のような水の流れを好む流

水性種であることが知られているが、季節については１
年間に複数脱皮を行うため特定できない。殻に破損が見
られないことから、上陸して乾燥することなく直接水中
に漂っていた所を汲み上げられたことがわかる。よって、
大正時代の鳥取県東部で使用された和紙は漉槽の作業に
おいても川の水が使用されていたことがわかる。海外な
どの製紙においても、昆虫類が漉き込まれている場合、
その種類や状況から当時の情報が得られるはずである。

第２節　「内虫体」
①クモ目  Araneae
　少なくとも16種類が見つかり、その
数は当時の人家周辺の生物多様性を示
している（表２）。イヨグモは現在非
常に珍しい種であり、本調査で初めて
雄が確認された（写真）。またワシグ
モ科sp.Aはイヨグモと並ぶ希少種の可
能性が高く、イトグモも現代では上記
２種ほどではないが減少してきている。これらはいずれ
も、現代では希少種となり、抜け殻の発見が多いという
点から、かつて古文書や土蔵付近に生息していたシナン
トロープと推測される。彼らはキクイムシ科と違い野外

表２　内虫体クモ類と史料データ

「不良データ」「未確認データ」については４） （写真協力：鳥取大学 鶴崎展巨先生）
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②天敵類
　中でも寄生蜂の仲間が複数確認され、いずれもシバン
ムシを宿主（寄生相手）にしている。また寄生蜂以外に
も肉食性甲虫幼虫や、ダニ類も発見された。これらは、
ページをめくると徐々に姿や環境が現れるため、枯死木
といった物理的に生態調査がしづらい分野における昆虫
種の新知見を含んでいる可能性が高い。

おわりに
　今回の調査において同定された数点の結果からではあ
るが、歴史学においては過去の生活環を復元し、昆虫学
においては過去の時間軸の提供に成功した。内虫体から
時代性についてのつながりや考察展開が可能であったこ
とから、帰納的に内虫体は時代性を持つと結論づけられ
たことは大きい。今回扱ったどの種もこれからの研究の
嚆矢であり、今後はデータベースを中心に未同定種、様々
な場所や文書種類のデータなどを蓄積し、さらなる歴史
学へのフィードバックも含め発信していく予定である。
　本研究で取り上げた虫体は人間が意図的に残す昆虫標
本と違い、予測不能な存在である。人間の認識下にない
世界で姿を残す彼ら全てがそれぞれのメッセージをもつ。
本研究のフィールドとなる古文書類はまだ全国に残され
ており、貴重な虫体もまだ日本各地で眠っている。知ら
れぬ間に廃棄される前に一刻も早くこの虫体を救いださ
ねばならない。
　彼らは、タイムマシンとなり得る強靭さを持った和紙、
生産から使用まで物を大切に扱う人々、虫の存在を許す
時代、これらがあって初めて存在する「メッセンジャー」
である。
　尚、本研究は生き物文化誌学会の助成金「さくら基金」
を受けている。

［注］
１） 節足動物（昆虫以外のクモ類なども含む）の遺体を指す本
研究独自の単語。

２）人間の生活と伴って生きる生物のこと。
３）巣や抜け殻、フンなど生物の存在を示すもの。
４） 「不良データ」と「未確認データ」について。本調査は仮目
録作成前の搬入時から開始したため仮目録に最終的に未記
載となった史料も調査に含まれる。また、目録登録者がナ
ンバーと史料名を作業中ずらしてしまったこともあり、目
録ナンバーのみとなり正確性が不明の史料データが全体の
三分の一近くにのぼった。よってこれらについては本文中
で「不良データ」と明記している。また「未確認データ」
とは研究段階で管理者に質問中の史料データのことである。
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　「古文書昆虫学」とは、深川博美氏が本論文で初めて用いた
新造語である。一般に学術・研究においては安易な新造語は慎
むべきであるが、ここではそれが許されるであろう。なぜなら
本論文は、古文書を扱う歴史学、昆虫を扱う昆虫学の双方にと
って、これまで全くその視野には入っていなかった新たな研究
の可能性を提起したからである。
　本論文の最大の意義は、古文書に付着している昆虫をシナン
トロープ（synanthrope人の生活圏で生息する生物）として捉え、
古文書が過去のシナントロープを保存するタイムカプセルとし
ての機能を有していることを明らかにした点にある。本論文に
よって、古文書は文字情報だけでなく、過去のシナントロープ
の情報、さらにはそれを通して過去の人間の生活環境の情報を
も含んでいることが、明らかにされたのである。今後、歴史学
研究者と昆虫学研究者は、こうした情報をどのように扱うべき
なのか、本論文はまことに大きな問題を新たに提起したといえ
よう。　　　　　　　　　　　　　［放送大学教授・杉森  哲也］
────────────────────────────

　都会で虫探しをする昆虫少女だった私は、
時が流れ博物館で資料の防虫をする職務（文
化財IPM）に従事していたとき、本研究に
出逢いました。彼らの本質と世間や業界の
常識の落差に衝撃を受けたため、研究の志
を胸に放送大学を受験したのですが、内心、
昆虫学の内容を携えて歴史学の扉を叩く私

が面接でどう判断されるか不安でした。しかし杉森哲也先生、
五味文彦先生に評価をいただき、ここに一つの学問として一歩
踏み出すことが叶いました。本研究は生まれたての研究、学問
ですので、まずは多くの方々に古文書昆虫学が社会の役に立つ
存在と認識いただけるよう、本論文を出発点として研究や普及
活動の継続に邁進したいと思います。　　　　　　［深川  博美］

「古文書昆虫学」の提唱

シミ類と違い、片方が武器を持つシナントロープがこれ
からの歴史をどのようにたどり、折り合っていくのだろ
うか。この疑問は、時間軸を持つ本研究のデータ蓄積と
現代のシナントロープ調査によって解き明かされる。カ
ツオブシムシ科は明治維新あたりの時代を示す「示準種」
の様相を見せるシナントロープである。
⑤「蟲譜」
　江戸期に今でいう昆虫図鑑の役割を果たしたのが「蟲
譜」である。代表と言うべき『千蟲譜』の著者栗本丹洲
（1756－1834年）は幕府の侍医であり、薬を扱うなかで
家の周辺など身近な昆虫類を本書へ詳細に記録している。
そのため古文書から出てくる家の虫と「蟲譜」は共通点
が多い。「蟲譜」はその美しさからチョウやトンボ、セミ
やコオロギといった人気の種で評価されているが、現代
人が存在すら知らない家の虫についても優れた描写が残
されている。この描写は小さな生き物を身近に見つめる
まなざしから生まれたのだろう。まるで古文書から出て
くる昆虫類が「蟲譜」という当時の人の視点と混ざり合
うかのようである。それは現代の害虫図鑑にあるぎょっ
とする異常発生状況写真の視点とは違い、どことなくユ
ニークさを感じさせるものである。
　下記に『千蟲譜』『蟲譜図説』と内虫体の種が合致した
一部を並べる。（写真にスケールがある場合すべて１mm）

コクヌスト  Tenebroides mauritanicus（『千蟲譜』：「米蛆」）
　『千蟲譜』では米
にくる虫とされ、
本種（幼虫）は「冬
春ウグイを釣るに
此のものを用いるによしといふ」と書かれており、当時
の人々にとって本種が身近だったことを想像させる。古
文書から出てきた本種は『千蟲譜』から同定できたほど
である。現代の人家ではほとんど見られなくなった。

フルホンシバンムシ Gastrallus immarginatus
（『千蟲譜』：「書蠧」）
　幼虫が書を食べ
る虫として、江戸
期から認識されて
いた。本種は古文書から発見されるため駆除対象にされ
ているにもかかわらず、生態的知見は乏しく、野外では
滅多にみられない。過去のシナントロープという知見以
外その生活史は謎が多い。

チャタテムシ類  Psocoptera
（『千蟲譜』：「アヅキアライ」「カクレザト」）
　写真はコチャタテムシである。『千蟲譜』には「多きと
きは雨声の如し」とあり、高温多湿の時には盛んにその

「声」が聞かれたと
いう。昔の家には
障子と外界の静け
さがあったため、
本種の出す音を身近に聞く事ができたのだろう。

シミ類  Zygentoma（『千蟲譜』：「蟫」・「衣白魚」・「書魚」
ほか）
　『千蟲譜』に「書
筺に生し害をなす
形魚の如し」とあ
り、魚に似た書籍の近くにいる虫という認識がなされて
いる。その名の通り動きが魚のように素早い。絵図では
セイヨウシミとヤマトシミの区別は判然としない。（写真
左：ヤマトシミ、右：セイヨウシミ）

ノミ類  Siphonaptera（『千蟲譜』：「蚤」）
　絵図はヒトノミ
と思われる。写真
のヒトノミは内虫
体として延宝六年
～延享四年の史料から見つかったものである。ノミ類は
ヒトノミ以外の種類も複数見つかっている。日本では昔
から人家になじみ深い虫で枕草子にも取り上げられるが、
現在はネコノミが主流となりヒトノミは姿を消したとい
われている。

イヨグモ？  Prodidomus rufus（『蟲譜図説』：「シホリヒ
ラタ」）
　「シホリヒラタ」という名
前で『虫譜図説』に掲載され
ているクモがイヨグモに近い
姿をしている。本種の生態は
ほとんど不明であり、専門的な知見からはこの絵図で本
種と同定するのは難しいとの判断を受けたのだが、『蟲譜
図説』では特に昆虫の腹部をふっくらと描く癖がみられ
るため、絵図と並べると似ているように感じられる。

第３節「外虫体」
①ヒメマルカツオブシムシの殻
　古いダンボール箱の断面の隙間に複数のサイズの脱皮
殻が確認された。ダンボールの隙間は身を隠しやすいう
え保温性があり、素材には餌となるデンプンも含まれる
ため昆虫類にとって好ましい素材である。ダンボールは
近代に発明され物流の世界を変えたアイテムだが、その
誕生と拡大は彼らの生息地拡大にも大きな変化を与えた
可能性がある。


